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研究成果の概要（和文）：アブラヤシの生産拡大は近年における熱帯林とそこでの生物多様性の減少の大きな要
因とされるが、本研究ではマレーシアの減農薬アブラヤシ園に生息するアジアツムギアリの個体群動態と巣の分
布様式を基礎的に研究する。本種を害虫防除資材として用い環境保全と低コスト生産の両立の可能にする方法開
発に繋げたい。巣のカウントによるワーカー密度の推定法を開発した。DNA分析で平均コロニー内血縁度0.49と
推定し、部分的多女王または女王多回交尾が示唆された。樹木当たりの巣数の分布様式は、奇数または素数に大
きく偏るという事前研究の結果は指示されなかった。樹当たりの生息（営巣）アリ種数を観察し10種以上が確認
された。

研究成果の概要（英文）：PPopulation dynamics is fundamental when studying pest control and 
conservation of biodiversity. In ants empirical data on population dynamics are scanty due to 
difficulty coming from their eusociality and underground life.  To breakthrough this we focus on 
Oecophylla. smaragdina population in oil palm plantations in Malaysia. By an extensive sampling of 
nests, we conclude that just multiplying the average worker number per nest, 6300+2460SE, and the 
total nest count is appropriate to estimate population density of workers. This is the first step 
for long-term monitoring of population dynamics of this ant in the field. Microsatellite DNA data 
suggest that the average intra-nest genetic relatedness was 0.49, with some portion of colonies 
being polygynous and/or polyandrous. The number of ant species nested in an oil palm tree was also 
monitored by cutting a few trees. Admittedly, future studies should develop a non-invasive 
methodology to relate the weaver ant density and biodiversity.

研究分野：昆虫生態学
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１．研究開始当初の背景 
 
アブラヤシの生産拡大は近年の熱帯におけ
る生物多様性の減少の主要な要因のひとつ
とされるが、アブラヤシ上に巣を構築するア
ジアツムギアリを害虫防除資材として用い
れば、低コスト生産と環境保全を多少とも両
立できるかもしれない。そのためには、ツム
ギアリの個体群に関連する礎的知見を集積
する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 
アジアツムギアリを天敵資材として保全し
た減農薬アブラヤシ園が多少とも地域の生
物多様性の避難場所として機能し得ないか
生態学的に検討する。同時に、他の系では
困難なアリ類における厳密な野外個体群動
態の世界初のデータ収集を行い、天敵を用
いた総合的害虫管理と、血縁淘汰理論の前
提となる真社会性である本種個体群の密度
依存的制御の検証を試みる。さらに営巣行
動を実験的に研究し樹木当たりの巣数と個
体群密度の双方の動態の背後にある社会生
理学的な至近機構を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
巣当たりのワーカー数およびブルード数を
野外計測したデータから、巣のカウントによ
る野外個体群密度（ワーカー密度）の時系列
変動のモニタリング方法を開発する。女王数
や女王の交尾回数によって特徴づけられる
個体群およびコロニーの遺伝構造をマイク
ロサテライト核DNAマーカーを用い分析する。
樹木当たりの巣数の分布様式を統計モデル
に当てはめ空間分布の成因を分析する。アリ
の種多様性と害虫密度をモニタリングしア
ジアツムギアリの密度との関連を検討する。 
 
４．研究成果 
巣のカウントによるワーカー密度の推定法
を開発し国際学会で発表した。個体群遺伝構
造を分析した結果、平均コロニー内血縁度は
0.49 となったがコロニーによっては多女王
または女王多回交尾が示唆された。ただしこ
の結果は利用できた座位数が３つであり、さ
らなる精度向上の余地がある。樹木当たりの
巣数の分布様式は、奇数に大きく偏るという
結果も得られたが、測定者の恣意的バイアス
が強く懸念された。また、日本の多巣性アリ
ではそのような傾向（奇数バイアス）はみら
れなかった。１本のアブラヤシ当たりに生息
するアリ種の観察を行った結果、10 種以上の
営巣が確認された。今後は、生物多様性デー
タと確立したワーカーの個体群密度モニタ
リングを継続して行い、データを統計的に関
連づける必要がある。 
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